
１．はじめに

当社では、岩手県花巻市からの受託により、都市計

画道路下巾鍋倉線と JR東北本線および釜石線との立体

交差区間のこ線橋を施工している。本工事は、立体交

差区間にこ線橋（東北本

線：黒橋、釜石線：白橋）

を新設し、その後、既設

こ線橋を撤去する計画

である。本稿では、既設

黒橋こ線道（以下：「旧

黒橋こ線橋）撤去の計画

と実績について報告す

る。

２．工事概要

(1)旧黒橋こ線橋の概要

旧黒橋こ線橋は、RC3 径間連続ラーメン橋で、桁長

L=25.6m、橋りょう幅が 5.1m(道路幅員 4.6m)、総重量が

162.3t(上部工 133.5t、下部工 28.8t)である。（図 2,3）

(2)施工条件

本工事の施工条件として、旧黒橋の桁長は長く重量

が大きいこと、作業ヤードは旧道路部分を使用するた

め狭隘であること、さらに線路上空での作業は 1 日の

作業時間が限定され、撤去方法の策定が課題であった。

また、当該線区は貨物ならびに寝台列車が通過する

ため、8010 列車（カシオペア）の運休を条件とし、上

下線での施工可能時間は 1:22～2:54（1 時間 32分）で

計画しなければならない。

３．撤去計画の概要

当初計画では、線路直上の RC 桁を 9分割後クレーン

により撤去する計画であった(図3で示す切断ライン)。

しかしながら、施工可能間合いが短く(約 90 分)、桁切

断の作業日数が長期間必要となり経済性が悪いだけで

なく、線路上空での桁切断による列車の安定輸送や鉄

道施設への影響が懸念された。

そこで、列車運行の安全を最優先として線路上空で

の桁の切断を避け、桁分割を 9 分割から 3 分割にし、

問題であった線路直上部の主桁方向の桁切断が不要と

なるエレクションガーダーによる撤去を採用した。

使用するガーダーは、荷重条件、撤去する桁長、作

業スペース等を考慮し、L=55.0m(支間長 44.0ｍ )、

H=2.7mと設定した（図 4）。吊具は、桁に PC鋼棒を両

側それぞれ 6 箇所貫通させ、桁下の支持桁に固定する

構造とした。桁のジャッキアップ、縦取りは、油圧ジ

ャッキと水平ジャッキを両側それぞれ 2台設置する。
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４．撤去計画の深度化

施工を実施するにあたり、以下の検討について深度

化を図った。

(1) 鉄道施設への影響

ガーダーによる桁撤去に変更したことで、ワイヤソ

ーによる線路上空の主桁方向の桁切断は不要となった

ものの、桁の 3 分割時や橋脚切断時には、大量の水を

使用する他、撤去物の落下から桁下面の電気施設およ

び軌道施設に対する防護が求められた。

そこで、足場と線路防護網は施工基面内に飛散物が

落下しないよう合板とシートで防護し、線路閉鎖後に

は軌道面ならびに橋脚周囲にシート養生を行い安全対

策を取ることとした。

(2) き電停止間合い作業のスリム化

実作業時間が限られるため、両側の側径間について

は、事前作業により夜間き電停止間合いでの作業は縦

取りのみとした。対して中央径間は、橋脚との固定材

の撤去と桁のジャッキアップも含まれるため更なるき

電停止間合いの作業工程を最小限にすることが求めら

れた。そこで、以下の 3点の検討を行った。

① 建築限界内作業を極力減らすため、固定材撤去用

足場を橋脚の外側のみの設置する。(図 6)

② 縦取り作業をき電停止間合いと列車間合いに分割

にするため、軌道上空作業の境目となる橋脚部ま

でをき電停止間合いとし、橋脚を越えた位置で一

旦作業を中断しき電停止を解除する。（図 5,6）

③ 撤去桁高・横取設備高・余裕高を考慮したこう上

量のうち、縦取りの各間合いに支障する離れを確

保するため、電力高圧線との離れおよび橋脚切断

部分が横移動設備に干渉する高さの 2 段階こう上

とする。（図 5,6）

後日、昼間間合い作

業により、台車上で桁

を縦切りして 3 分割

(中央径間は 9 分割)、

横取り後 120t 吊クレ

ーンにて起点方ヤー

ドに仮置きし、ブレー

カーにより破砕し順

次し搬出した。

５．撤去の施工実績（中央径間）

桁のジャッキアップについては、ジャッキアップと

ナット締付、ジャッキダウン、ナット締付、確認の 1

サイクルが約 180mm/4分となり、600 mmのジャッキア

ップに要する時間は約 11分となった。水平ジャッキ縦

取りは、水平ジャッキ伸長、クランプ解放、水平ジャ

ッキ戻し、クランプ固定により移動速度の 1 サイクル

が約 1.4m/2 分となり、中央径間(縦取り距離約 14.2ｍ)

での所要時間は約 20分となった。以上より、桁固定撤

去や縦取りの準備を含めた一連の作業を通しても実作

業時間は約 60 分となり、当初計画の 72 分を上回るこ

ととなり、き電停止間合いのスリム化が効果を成した

と言え、所定の間合い 90分以内で施工が可能な計画で

あることが実証された。

６．おわりに

本稿では、施工時間、桁長、ヤード等の制約条件下

での営業線上空におけるこ線橋の撤去工事の施工計画

における検討（平成 23 年 10 月に無事撤去が完了）に

ついて行った。夜間き電停止間合いでの作業を最小限

に抑え、無事施工完了できたことから、計画は有効で

あったと言える。

本工事は平成 24年 1月でしゅん功するが、他の工事

においても、現場条件を的確に捉えた対策を抽出し、

安全安定輸送に十分配慮した適切な施工計画を立てて

いきたい。
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図 6 中央径間撤去図

図 5 中央径間撤去フロー
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